
対象職場
54

対象職場率
77.1%

有額回答職場
19

前年平均妥結額（円）
1,599

要求額平均（円） 妥結平均額（円） 妥結平均前年比

28,316 2,096 131.10%

要求提出率 妥結職場数 妥結率
70.40% 10 18.50%

要求提出職場 回答額平均 回答職場率
38 2,207 35.20%

２０１９年春闘賃上げ
全体支部分回数 対象外・中央集計・出先分会 回答職場数

70 16 19

建
交
労
大
阪
府
本
部

ＮＯ５１ 大阪市北区錦町２－２ 大阪国労会館 電話０６－４８００－７１１５ ＦＡＸ０６－４８００－８１３６ ２０１９年５月１日

全
体
支
部
分
会
数
70
、

対
象
職
場
54
、
対
象
職
場

率
77
・
１
％
、
回
答
職
場

数
19
職
場
、
妥
結
平
均
額

２
，
０
９
６
円
、
回
答
職

場
率
35
・
２
％
、
前
年
平

均
妥
結
額
１
、
５
９
９
円
、

妥
結
率
18
・
５
％
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
実
績
よ
り

４
８
７
円
上
が
っ
て
い
ま

す
。
妥
結
平
均
前
年
比
131
・

１
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
回
答
職
場
数
と

賃
上
げ
０
円
の
職
場
も
多

数
あ
り
、
生
コ
ン
職
場
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
賃
上

げ
無
し
と
い
う
中
間
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
本
部
で
の
最
高

賃
上
げ
職
場
は
、
大
阪
合

同
支
部
・
パ
ナ
ル
ピ
ナ
分

会
の
９
，
５
０
０
円
、
昨

年
度
実
績
以
上
の
職
場
は
、

関
西
支
部
・
藤
井
商
会
分
会
、
井

住
運
送
分
会
、
片
岡
運
送
分
会
、

大
阪
合
同
支
部
・
小
田
運
輸
分
会
、

北
港
観
光
バ
ス
分
会
、
南
海
バ
ス

分
会
の
６
職
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
実
績
の
７
職
場
か
ら
６
職

場
に
減
数
で
、
全
体
的
な
賃
上
げ

額
と
し
て
は
増
額
さ
れ
た
も
の
の
、

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
職
場
の
賃
上
げ

が
殆
ど
で
あ
り
、
他
の
職
場
で
は

一
般
職
の
パ
ナ
ル
ピ
ナ
分
会
の
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
依
然
と
し
て

賃
上
げ
額
は
低
い
水
準
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
大

手
企
業
と
中
小
零
細
企
業
と
の
２

極
化
が
益
々
広
が
り
、
大
企
業
に

は
大
幅
な
法
人
税
の
減
税
で
大
企

業
だ
け
が
大
儲
け
し
、
大
儲
け
し

た
お
金
は
株
主
配
当
や
内
部
留
保

に
積
み
増
し
さ
れ
た
結
果
、
中
小

零
細
企
業
に
は
殆
ど
還
元
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
景

気
回
復
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。

２０１９年度春闘 大阪府本部関係（中間経過）

４
月
１
４
日
（
日
）
10

時
～
国
労
大
阪
会
館
で
関

西
勤
労
者
教
育
協
会
・
中

田
進
副
会
長
を
迎
え
、

「
労
働
組
合
の
原
則
と
た

た
か
い
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
労
働
組
合
の
誕
生

②

労
働
組
合
と
そ
の
役
割

③
労
働
組
合
へ
の
期
待
を

学
習
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
大
阪
合
同
支
部
７
名
・

此
花
支
部
３
名
・
関
西
ダ

ン
プ
支
部
２
名
・
関
西
支

部
４
名
・
合
計
16
名
で
し

た
。
こ
の
学
習
会
は
新
入

組
合
員
用
の
教
材
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
必
要
な
方
は
大
阪
府

本
部
ま
で
。

大
阪
府
本
部
学
習
会

「
労
働
組
合
の
原
則
と
た
た
か
い
」

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、
春
闘

組
織
拡
大
月
間
中
の
行
動
と
し
て

４
月
５
日
（
金
）
吹
田
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
上
下
線
で
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
対
話
で
有
給
休
暇
の
取
得

状
況
や
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
取
れ
て

い
る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
群
馬

県
ナ
ン
バ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

「
歩
合
給
制
な
の
で
、
有
給
休
暇

を
取
得
し
て
も
全
く
給
料
に
反
映

さ
れ
な
い
。
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
全

く
取
れ
な
い
、
長
距
離
運
行
し
て

帰
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
ま
ま
次
の

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

石
川
県
ナ
ン
バ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
「
長
時
間
労
働
し
て
い
る
わ
り

に
給
料
が
安
い
。
総
額
で
３
０
万

円
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
」
な
ど
、

法
令
違
反
と
過
酷
な
労
働
条
件
が

現
在
も
続
い
て
い
る
状
況
で
し
た
。

参
加
者
は
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
か
ら
植
西
部
会
長
、
鷹
巣
副
部

会
長
、
芦
崎
事
務
局
長
と
関
西
支

部
２
名
、
関
西
合
同
支
部
２
名
、

大
阪
合
同
支
部
１
名
、
府
本
部
荻

田
書
記
長
。
合
計
９
名
の
参
加
者

で
し
た
。

４
・５
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
組
織
拡
大
宣
伝

働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、

暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
目
指
そ
う

５
月
１
日
（
水
）
雨
天
の
中
、
大

阪
市
北
区
扇
町
公
園
で
大
阪
メ
ー
デ
ー

が
開
催
さ
れ
、
約
３
５
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
で
、
大

阪
労
連
・
菅
義
人
議
長
は
「
今
年
の

メ
ー
デ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ

の
労
働
者
が
「
８
時
間
労
働
」
を
掲

げ
て
決
起
し
て
か
ら
133
年
目
、
こ
れ

に
呼
応
し
た
日
本
で
は
じ
め
て
の
メ
ー

デ
ー
開
催
か
ら
90
回
目
、
ま
た
Ｉ
Ｌ

Ｏ
・
国
際
労
働
機
関
の
誕
生
か
ら
100

年
と
い
う
節
目
の
メ
ー
デ
ー
と
な
り

ま
す
。
今
年
も
府
下
15
ヶ
所
で
も
地

域
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
た
か
う
メ
ー
デ
ー
の
歴
史
と
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
誰
も
が
８
時
間
働
け

ば
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
職
場
と
平
和

な
社
会
を
め
ざ
し
て
、
ま
た
、
主
権

者
国
民
を
欺
き
国
会
を
私
物
化
す
る

安
倍
政
権
を
打
ち
倒
し
、
安
倍
政
権

と
一
体
と
な
っ
て
悪
政
を
す
す
め
る

維
新
政
治
を
打
ち
破
る
、
労
働
者
と

市
民
の
一
大
決
起
の
場
と
し
て
大
き

く
成
功
し
て
い
ま
す
。
」
「
安
倍
政

権
・
維
新
政
治
、
こ
の
よ
う
な
悪
性

を
こ
れ
以
上
つ
づ
け
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
特
に
大
阪
で
は
、

統
一
地
方
選
の
結
果
、
維
新
首
長
が

増
え
維
新
議
員
が
勢
力
を
拡
大
し
て

お
り
、
カ
ジ
ノ
よ
り
暮
ら
し
や
福
祉
、

防
災
対
策
な
ど
、
府
民
の
切
実
な
要

求
を
か
か
げ
て
、
一
日
も
早
く
ま
と

も
な
政
治
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
６
月
に
行
わ
れ
る
堺
市

長
選
挙
で
は
、
維
新
政
治
・
大
阪
都

構
想
か
ら
堺
の
自
治
と
市
民
生
活
を

守
る
、
ク
リ
ー
ン
な
住
民
代
表
と
し

て
の
市
長
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
は
、

要
求
を
正
面
に
大
阪
ら
し
い
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
広
げ
、
安
倍
政
権
と

維
新
勢
力
を
退
場
に
追
い
込
む
確
か

な
流
れ
を
つ
く
り
だ
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
」
と
の
発
言
の
後
に
、
大
阪

憲
法
会
議
・
山
田
憲
冶
事
務
局
長

大
阪
商
工
団
体
連
合
会
・
田
中
ひ
ろ

し
副
会
長

大
阪
市
地
区
協
議
会
・

箕
作
勝
則
事
務
局
長
が
決
意
表
明
を

行
い
、
パ
レ
ー
ド
へ
と
出
発
し
ま
し

た
。
建
交
労
か
ら
は
、
府
本
部
９
名
、

関
西
支
部
71
人
、
大
阪
合
同
支
部
25

名
、
此
花
支
部
７
名
、
大
阪
鉄
道
本

部
４
名
、
関
西
合
同
支
部
２
名
、
合

計
１
２
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第９０回大阪メーデー
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学習会のお知らせ

「労働組合の原則と役割」

第３回目「労働組合と労働立法・
制度的諸要求の闘争について」

＜日時＞２０１９年６月９日（日）
１０時～

＜場所＞国労大阪会館
＜講師＞大阪労連 西野 宏一

「共済学習会」

第２回目「共済基礎講座学習会」
＜日時＞２０１９年１１月１０日（日）

１０時～
＜場所＞国労大阪会館第１小会議室
＜講師＞前村執行委員長

５
月
３
日
（
金
・
祝
）
13
時
か
ら
大
阪
市
北
区
の
扇

町
町
公
園
で
「
５
・
３
輝
け
憲
法
！
平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を
！
大
阪
総
が
か
り
集
会
」
開
催
さ
れ
、
主
催
者

発
表
で
約
２
万
人
が
参
加
し
、
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
集
会
は
、
長
野
た
か
し
さ
ん
と

森
川
あ
や
こ
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
会
し
、

元
大
阪
弁
護
士
会
会
長
の
石
田
法
子
さ
ん
ら
各
分
野
か

ら
４
氏
が
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
宮
厚
美
神

戸
大
学
名
誉
教
授
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
し
、
安
倍
首
相

が
狙
う
改
憲
を
め
ぐ
る
情
勢
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻

な
ど
に
つ
い
て
指
摘
し
、
参
議
院
選
挙
の
１
人
区
で
野

党
共
闘
が
成
功
す
れ
ば
国
会
で
３
分
の
２
以
上
を
狙
う

改
憲
派
の
野
望
は
打
ち
砕
け
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
そ

の
後
に
各
党
か
ら
の
代
表
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
者

全
員
で
「
９
条
改
憲
NO
！
」
の
ポ
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
建
交
労
の
参
加
者
は
、
府
本
部

役
員
５
名
、
大
阪
合
同
支
部
９
名
、
関
西
支
部
17
名
の

参
加
で
し
た
。

５
・
３
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会

輝け憲法！平和といのちと人権を！

安倍９条改憲発議ＳＴＯＰ！東アジアに平和を！核のない世界へ！辺野古に新基地はいらない！
空母・ミサイルより社会保障を！全国３０００万人署名を成功させよう！

大
阪
労
連
民
間
部
会
は
、

５
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
、

大
阪
市
此
花
区
に
あ
る
ロ
ッ

ジ
舞
洲
で
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
初
日
の
午
後
１
時

に
全
港
湾
会
議
室
に
集
合
し

て
か
ら
、
車
４
台
に
分
か
れ

て
、
（
株
）
大
運
の
職
場
を

見
学
し
ま
し
た
。
大
運
の
職

場
は
、
海
外
か
ら
の
コ
ン
テ

ナ
と
国
内
の
コ
ン
テ
ナ
の
受

け
入
れ
、
ま
た
、
空
の
コ
ン

テ
ナ
に
荷
物
を
詰
め
て
輸
送

す
る
仕
事
で
、
30
ト
ン
の
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
45

ト
ン
の
リ
ー
チ

ス
タ
ッ
カ
ー
を
使
い
コ
ン
テ

ナ
の
積
み
卸
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
大
き
な
乗
り
物
で
あ

る
た
め
、
移
動
す
る
時
に
死

角
に
な
る
所
も
あ
り
、
ミ
ラ
ー

で
の
確
認
と
目
視
よ
る
確
認

で
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

安
全
を
最
優
先
に
し
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
咲
洲
庁
舎
の
42
階

か
ら
万
博
・
IR
カ
ジ
ノ
の
建

設
予
定
地
を
見
学
し
、
ロ
ッ

ジ
舞
洲
に
戻
っ
て
、
「
大
阪

都
構
想
」
「
カ
ジ
ノ
誘
致
」

の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
「
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
」
中
山
直
和
事

務
局
次
長
で
始
ま
り
、
４
月

の
選
挙
結
果
を
う
け
、
維
新

の
勝
因
と
維
新
の
限
界
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
私
達
も
選
挙
の
敗
因

を
分
析
し
た
う
え
で
、
き
ち
っ

と
総
括
し
て
「
大
阪
都
構
想
」

阻
止
の
宣
伝
に
取
り
く
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
万
博
・

カ
ジ
ノ
の
建
設
予
定
地
で
災

害
が
起
き
た
と
き
の
防
災
が

不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
、

台
風
21
号
が
大
阪
を
直
撃
し

た
時
の
夢
洲
・
西
側
岸
壁
が

崩
れ
た
写
真
、
建
交
労
・
上

田
書
記
次
長
が
撮
影
し
た
コ

ン
テ
ナ
の
倒
壊
写
真
を
見
せ
、

万
博
・
カ
ジ
ノ
は
、
夢
洲
で

建
設
す
る
と
非
常
に
危
険
で

あ
る
。
こ
の
事
を
多
く
の
人

達
に
伝
え
、
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
全
体
の
参
加
者
は

27
名
、
建
交
労
か
ら
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
阪
労
連
民
間
部
会
一
泊
合
宿

２
０
１
９
年
５
月
11
〜
12

日
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
第
17
回
役
員
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
「
歴
史
に
学
び
、

歴
史
を
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ

に
総
勢
参
加
者
62
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
基
調
講
演
「
自

分
ら
し
く
、
人
間
ら
し
く

労
働
組
合
で
変
え
る
」
講
師

に
冨
田

宏
治(

関
西
学
院
大

学
教
授)
を
迎
え
政
治
的
激

動
の
時
代
を
学
習
し
、
そ
の

後
、
五
つ
の
分
散
会
に
わ
か

れ
、
様
々
な
、
業
種
の
仲
間

が
歪
ん
だ
政
治
と
職
場
要
求

が
前
進
し
な
い
状
況
報
告
を

お
こ
な
い
、
夕
食
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ

で
交
流
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
参
加
者
全
員
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
四

人
一
組
で
テ
ー
マ
①
労
働
組

合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
。

労
働
組
合
の
い
い
こ
と
、
す

ご
い
と
思
っ
た
こ
と
。
②
労

働
組
合
で
変
え
た
い
と
思
っ

た
こ
と
。
自
分
が
や
っ
て
み

た
い
こ
と
。
③
さ
ぁ
❗
こ
こ

ま
で
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
を
み
な
さ
ん
の
労
働

組
合
や
職
場
で
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
❗

参
加
し
た
山
本
副
執
行
委
員

長
は
、
「
分
散
会
で
の
初
の

試
み
と
❗
ホ
ス
ト
を
や
り
。

基
調
な
経
験
で
き
、
仲
間
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
未
来

に
語
り
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

大
阪
労
連
・
関
西
勤
労
者
教
育
協
会
/
共
催

第
17
回
役
員
セ
ミ
ナ
ー

５
・
24
大
阪
争
議
支
援
行
動
は
快

晴
に
恵
ま
れ
た
中
、
５
月
24

日

（
月
）
午
前
８
時
１
５
分
か
ら
淀

屋
橋
駅
前
と
大
阪
地
方
裁
判
所
前

の
２
カ
所
に
分
か
れ
た
て
、
早
朝

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
に
主

催
者
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
大
阪
労

連
嘉
満
事

務
局
長
は
、

「
安
倍
政

権
の
働
き

方
改
革
は
、

過
労
死
ラ

イ
ン
を
超

え
る
時
間

外
労
働
を

政
府
が
お

墨
付
き
を

与
え
る
も

の
で
あ
り
、

容
認
出
来

る
も
の
で
は
な
い
。
私
達
は
８
時

間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会

実
現
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
大
阪
か
ら

す
べ
て
の
争
議
を
解
決
し
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
建
交

労
の
参
加
者
は
淀
屋
橋
駅
前
に
結

集
し
、
府
本
部
役
員
４
名
、
此
花

支
部
１
名
、
関
西
合
同
支
部
１
名
、

大
阪
合
同
支
部
３
名
の
参
加
で
し

た
。
そ
の
後
、
り
ん
く
う
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
班
、
に
ち
ほ
シ
ン
ク

タ
ン
クH

D

班
、
学
校
法
人
大
阪
医

科
薬
科
大
学
の
３
班
に
分
か
れ
て

要
請
行
動
と
抗
議
宣
伝
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
建
交
労
は
１
班
の
団

体
と
と
も
に
行
動
し
、
最
終
の
抗

議
宣
伝
は
大
阪
合
同
支
部
・
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
本
社
前
で
荻
田
書
記
長

が
経
過
報
告
を
行
っ
て
い
る
間
に
、

前
村
執
行
委
員
長
が
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
の
堀
田
役
員
に
要
請
書
を
渡
し
、

労
使
紛
争
を
こ
れ
以
上
続
け
る
べ

き
で
な
い
、
双
方
で
話
合
い

早
期
の
解
決
を
は
か
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
前
で
は
、
府
本
部
役
員

４
名
、
大
阪
合
同
支
部
７
名
、

此
花
支
部
１
名
で
全
体
の
参

加
者
は
８
７
名
で
し
た
。
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大
阪
争
議
支
援
行
動


